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産業建設常任委員会調査報告書 

 

1 調査事件 

交流人口の拡大について（平成 28年 6月定例会で報告） 

 

2 調査目的 

町は第 2 次庄内町総合計画（平成 28 年度～令和 7 年度）で、70 万人の交流人口を

10 年後の令和 7 年度には 100 万人を目標値にしている。そのための主要施策の中で、

宿泊施設の誘致、道の駅設置・レストラン事業による効果について報告を行った。そ

の後の取り組みの経緯や成果について検証することとした。 

 

3 調査経過 

令和 2 年 3 月 9 日 （会期中） 

令和 2 年 3 月 11日 （会期中）商工観光課、農林課より聞き取り 

令和 2 年 3 月 18日  

令和 2 年 4 月 2 日  現地聞き取り調査（道の駅しょうない風車市場 

やくけっちゃーの） 

令和 2 年 4 月 15日 

令和 2 年 4 月 27日 

令和 2 年 5 月 8 日 

令和 2 年 5 月 22日 

 

4 検証結果 

 (1) 宿泊施設誘致の可能性について 

［前回の意見］ 

近年、日本を訪れる外国人が急増しており、特にアジア圏域からのインバウンドの

追い風がある。それに伴い 2020年の国の外国人観光客目標は、2,000万人から 4,000

万人へと上方修正されている。町でもこれら国の動向を注視すべきである。 

議会としては、第 2 次庄内町総合計画基本構想・基本計画について、平成 27 年度  

審査特別委員会で審査し「観光・交流人口や観光宿泊者数の拡大には、宿泊施設が不

可欠である。新規宿泊施設を積極的に誘致すべきである。」と意見を付している。庄内

町観光振興計画アクションプラン(平成 27年度～平成 29年度)、第 2次庄内町中心市

街地活性化計画、第 2次庄内町総合計画の観光宿泊者数のベンチマーク等、各計画を

達成するためには新規宿泊施設が必要である。 

ア 宿泊施設誘致の可能性に関する実態調査 

(ｱ) 町内への宿泊動向アンケート調査 

庄内町企業同友会のご協力を頂き、ビジネスで来町する人の宿泊動向調査を

実施した。結果は資料 3の通りであり、ビジネス利用者のうち 7割強が本町に

新たな宿泊施設があれば利用するとしている。観光やイベント時以外のビジ
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ネス需要での数値であり参考にすべきである。 

(ｲ) 宿泊施設の誘致に係るアンケート調査 

     町内宿泊施設経営者のご協力を頂き、今年度実施する滞在体験型観光客の

増加を図るための宿泊動向調査や今後の可能性調査の実施について、アンケ

ート調査を実施した。結果は資料 4 の通りである。回答は 7 施設のうち 3 施

設より、率直なご意見を頂いた。 

今回、調査事件に関する 2つのアンケート調査を実施した。町は、今後実施

予定の宿泊動向調査や可能性調査の結果を分析し、新規宿泊施設誘致に向け

て具体的に検討すべきである。 

イ 町の支援策 

企業誘致に関する支援策には「庄内町企業振興条例」があるが、この条例の対

象企業者は、日本標準産業分類に掲げる大分類Ｅの製造業及び町長の特に認める

事業を営む者となっている。この条例を宿泊業も含む内容に見直すべきである。 

また、既存宿泊施設事業者が事業拡大・拡充を図れるよう、新たな支援策を検

討すべきである。 

［検証の結果］ 

ア 宿泊施設誘致の可能性に関する実態調査 

(ｱ)  町内への宿泊動向アンケート調査 

町では、今後の宿泊施設の動向を探るため、既存の宿泊施設事業者 6人か

ら宿泊施設誘致についてヒヤリングを行っている。そのなかで将来の事     

業経営の継続性についても調査し、経営者側からは後継者等の課題もあり、       

5施設からは継続的な経営は厳しいとの回答であった。 

(ｲ) 宿泊施設の誘致に係るアンケート調査 

町では、新規宿泊施設誘致に向けた具体的な検討がすでにスタートしてお

り、地域未来投資促進法の基本方針に基づき、山形県が「山形県観光分野基

本計画」を策定し国の承認を得たことを受け、町では平成 31年 2月に事業者

に対し地域経済牽引事業「観光と宿泊施設の拡充」についての説明等を行っ

ている。 

町は、令和 2年度当初予算に宿泊施設整備促進事業として、国の地方創生

交付金を活用し、補助額を事業費の 1/4の上限 3000万円とし、同時に既存宿

泊施設事業者のために同様な観点から上限 500万円（小規模事業者持続化補

助金併用可能）の併せて 3500万円を計上した。計画では、本年度 6月には事

業者を決定し年度内の完成を目指している。（資料 1 募集要項） 

イ 町の支援策 

企業振興条例を見直し大分類Ｅの他に宿泊施設を加え、町長の認めるところ

の企業誘致とするより、前述の地域未来投資促進法による事業展開の方が事業

者にとって参入がしやすいとの判断から、企業振興条例の見直しは行っていな

い。 

(2) 道の駅の設置による効果について 
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［前回の意見］ 

ア 来客数拡大に繋がる魅力づくり 

(ｱ) 特産品の開発や充実した商品陳列にするために、出店会員の拡大を図る必要

がある。出店会員の拡大は町内生産者に限定しないで、特徴ある商品を取り扱う

町外の生産者や業者にも拡大し、庄内地方の玄関口としての役割を構築すべき

である。 

(ｲ) 島根県邑南町「瑞穂」では安全安心を求める消費者ニーズに応えて、トレーサ

ビリティシステムが導入されており、消費者が QRコードでも直接確認できるシ

ステムを導入していた。安全安心が産直市場の特徴に繋がるよう検討すべきで

ある。 

(ｳ) 島根県雲南市「おろちの里」では生産者団体である「槻之屋ヒーリング」が通

年供給可能な体制づくりを構築していた。県・農協等専門機関との連携を図り供

給体制の強化を図るべきである。 

(ｴ) 雲南市「農家レストランふる里亭」では、産直市場で販売する珍しい野菜を隣

接する農家レストランで食べることができ、相乗効果を上げていた。参考にすべ

きである。 

(ｵ) 併設される農村レストランは、地元主婦グループによる運営と地元産食材を

使った手作り料理で、親しみやすく手軽なメニューにすべきである。 

また、惣菜の直接販売や、町の新規事業「高齢者向け野菜集配事業」を活用し

て販売するなど検討すべきである。 

(ｶ) 道の駅の特徴としては、トイレ休憩だけの利用者も多くいる。時間がない利用

者が気軽に立ち寄れるよう、店先での販売を充実させるべきである。 

(ｷ) 道の駅は、これまでの産直市場に加え農村レストラン、道路や観光の情報発信

機能も併せ持つ施設となる。駅長は、道の駅全体をマネージメントできる人材を

選任すべきである。 

［検証の結果］              

ア 来客数拡大に繋がる魅力づくり 

(ｱ)  出店会員は、平成 28年 10月の設置当初に 76人でスタートし、目標を 100人

とした。平成 30 年では 95 人（うち町内 67 人、町外 28 人）で、令和 2 年 3 月

現在では 101 人（うち町内 73 人、町外 28 人）となり、目標の 100 人に達して

いる。 

そのなかで、退会者と新規参入者の入れ替わりはあるが意欲のある出店会員

が増え、山くらげやイタリア野菜（ロマネスク）など特徴ある農産物の品揃え

も図られている。 

産直、食堂の売り上げ状況では、平成 28年 10月の設置以来、着実に伸びて

きており、令和元年度売り上げで、約 1億 280万円に達している。（資料 2 道

の駅売り上げ状況） 

また、令和元年 12月からはキャッシュレス化に対応し、ペイペイ決済も可能

とするなど来客者の利便性を図り、道の駅としての機能強化に努め庄内地方の
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玄関口としての役割も徐々に充実してきている。 

一方、来客数の推移についてはレジカウントベースであるが、冬季間の 12月

から 3月までは毎月 7000人ないし 8000人程度と落ち込むが、この月以外は毎

月 1 万 1000 人から 1 万 6000 人台で推移しており、交流人口は年間約 20 万人

を超えている。 

(ｲ) QRコードによるトレーサビリティシステムは採用していないが、安全安心な

農産物を提供していくことは消費者への信頼につながることから、農産物の生

産過程等を明確にしておくことについては、基本的に個々の生産者の管理責任

としながらも、追跡可能な連携が図られている。 

(ｳ) 通年の商品供給体制は重要であるが、出店会員はそれぞれの農協と一定のか

かわりをもっていることから、各農協との組織として連携は行っていない。 

冬季間における品不足等については、ハウス営農者に直接出向き出荷等の依

頼をするなど品揃えを工夫している。 

また、ほかの道の駅の直売所と連携し、冬野菜を中心に柑橘系果物等につい

ても融通してもらうなど品揃えに努め、売り上げ向上を図っている。 

(ｴ)  産直市場で販売している野菜は、食堂で食べることはできないが、料理の食

材として食堂で使用されている。また、食品ロスを避けるため令和 2年 2月よ

り保冷庫を導入し、より効率的な農産物販売に努めている。 

(ｵ) 施設内の食堂いろどりは、地元の主婦グループによる経営となっており、メ

ニューには地元食材や山菜を使用するなど、特に 3 種類の餅（汁餅、あんこ

餅、きな粉餅）が人気となっている。 

当初、国の地方創生交付金を活用してスタートした高齢者向け野菜集配事業

は、平成 30年度で終了し、現在は町の自主財源が充当されている。現在、宅

配会員が 34 人、宅集会員が 18 人で清川から立谷沢地区の集配が中心となっ

ており、週 1回実施している。あわせて、高齢者の見守りも兼ねた事業となっ

ていることから、業務にかかる時間等の見直しも必要となっている。 

(ｶ)  産直市場前の店頭販売施設は特に常設されていないが、イベント開催時には

特設スペースを設置し店頭販売を行っている。また、他の道の駅でキッチンカ

ー等による移動販売を行っている方々との連携を図るなど、立ち寄り客も含め

た集客に取り組んでいる。その他にも施設内の交流スペースを活用し第 2 日

曜日にはソーシャル風車市場を自主企画するなど、さらなる集客に努めてい

る。 

(ｷ) 平成 29 年 4 月 1 日より指定管理者の代表が駅長となり常駐体制となってい

る。 

(3) レストラン事業による効果について 

［前回の意見］ 

レストラン「やくけっちゃーの」の経営は、㈱イグゼあまるめが行っているが、こ

の事業は、町の運営コンセプトにより事業が進められた経緯がある。このことを踏ま

え町は運営に責任を持つ必要がある。 
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当初の目的である「食のアンテナレストラン」としての事業展開を図り、農商工連

携による具体的な計画を立て「食に関すること」を魅力にして誘客拡大に繋げる仕掛

けづくりを検討すべきである。 

ア 農商工連携による具体策 

視察地の邑南町では、「食」を切り口とした「農林商工等連携ビジョン」策定委

員会を設置し、3つの柱からなる「農林商工等連携ビジョン」5カ年計画を策定し

た。そして、その一環として「Ａ級グルメ構想」を打ち出し良質な農林産物を素

材とする、そこでしか味わえない食や体験を、生産者や利用提供する人が誇りと

おもてなしの心を持って行うことを「Ａ級グルメ」と称し、多くの地域おこし協

力隊を起用するなど、新たな食と農の関係性を創り上げることで賑わい、地域の

活性化に繋げていた。 

本町には、米・水・山菜・和からし・ずいき芋・枝豆・庄内豚等豊かな自然な

らではの食材が数多くある。それらを活用したメニューを新たに検討すべきであ

る。 

また、地域おこし協力隊等を活用した新たな視点で再認識に繋げる取り組みや、

個々にいる生産者や団体とのコラボレーションなど、新しい発想と転換を生み出

す仕組みと運営コンセプトを再構築すべきである。 

［検証の結果］ 

平成 26 年 6 月 4 日に新産業創造館クラッセに内設したレストランを「庄内 Meat 

youやくけっちゃーの」として、奥田政行氏（アル・ケッチァーノのオーナーシェフ）

の監修のもと、東京ソラマチで腕を振るった大島
おおしま

今日
きょう

シェフをアドバイザーとして

「株式会社イグゼあまるめ」が営業を開始した。そのコンセプトを焼肉＆イタリアン

とし、庄内豚や地場野菜を活用した地産地消を旗印に、中心市街地の活性化の一翼を

担う新規事業としてスタートした。 

当初は、ランチとディナーの両方を提供するなど町外からの交流人口拡大にも寄

与してきたが、夜の利用客が想定したほど見込めず、平成 28年からは夜の営業は予

約制で運営してきた。あわせてメニュー等の見直しや営業努力も積極的に行いなが

ら運営してきたが、経営収支は厳しい状況が続いた。（資料 3 レストラン利用状況） 

一方、経営改善を図るため「株式会社イグゼあまるめ」ではレストラン運営のあり

方等について、会社側から役員 5人、外部から 3人の経営者・識者を招集し、計 8人

による運営検討委員会を立ち上げ、令和元年 8 月から令和 2 年 1 月にかけ、個別検

討会 3回、内部検討会 3回の計 6回の意見聴取を行っている。 

「株式会社イグゼあまるめ」では、この運営検討委員会での意見を踏まえ、レスト

ラン「庄内 Meat youやくけっちゃーの」の今後の経営について検討してきた。 

その結果、事業継続の判断期限を令和 2年度の上期とし、経営収支の赤字幅が 50％

以上改善しない場合は、同年 10月にはレストラン事業から撤退することを決定した。 

しかし、令和 2年 2月下旬以降、全国的に広がった新型コロナウイルス感染拡大の

影響で、来店者の落ち込みが加速し、営業継続が難しいとの判断から、10 月を待た

ず令和 2 年 5 月 31 日でレストラン「庄内 Meat you やくけっちゃーの」の閉店を決

定した。 



6 

 

ア 農商工連携による具体策 

本町では、クラッセやタチラボの 6次産業化工房を中心に加工食品による、お

土産品の開発に力を入れており、これらを商品化することで地元農産品の利用拡

大に寄与できるとしている。 

また、新メニューの開発については、新産業創造協議会とタチラボの地域おこ

し協力隊で開発した「庄内町のほしがきさん」や、クラッセの 6次産業化工房で

開発された酒粕ドレッシング等があり、クラッセ内の「なんでもバザールあっで

ば」で販売されている。 

また、レストラン「庄内 Meat youやくけっちゃーの」では、地場産野菜を使っ

たサラダに酒粕ドレッシングを使用したり、新メニューとして庄内豚のしゃぶし

ゃぶを提供するなど、地産地消をめざしたメニュー開発にも取り組んできた。 

町は、当初からレストラン運営を公募で決定した事業者がテナントで運営する

としており、視察地の邑南町のように「食」を切り口とした農商工連携や、地域

おこし協力隊を活用することについては取り組んでいない。 
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資料 1 
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資
料
2
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8
,7
7
7
,3
8
5
8
,0
0
2
,1
6
6
8
,1
1
4
,9
5
2
1
0
,6
0
3
,9
3
2
8
,2
7
3
,5
3
8
1
0
,7
1
7
,7
0
0
8
,7
5
0
,9
6
4
6
,1
3
1
,6
5
4
3
,5
9
0
,0
8
0
4
,5
4
3
,7
9
4
6
,7
1
5
,5
8
2

91
,7
14
,2
37

Ｈ
31
年
度

8
,2
0
9
,5
1
1
1
1
,1
3
5
,9
1
8
7
,4
9
1
,0
2
7
8
,7
2
9
,8
5
6
1
1
,9
0
7
,8
5
1
9
,3
4
1
,5
5
5
1
0
,6
1
1
,6
7
4
9
,8
2
3
,9
0
0
7
,6
6
0
,1
4
9
5
,0
9
0
,9
7
5
5
,5
1
1
,8
0
8
7
,3
1
7
,1
7
0

10
2,
83
1,
39
4

道
の
駅
産
直

6,
62
6,
72
1

9,
09
4,
29
8

5,
99
4,
84
7

7,
04
8,
55
6

9,
79
9,
30
1

7,
57
0,
15
5

8,
84
1,
06
4

8,
21
6,
67
0

6,
49
5,
75
9

4,
08
0,
00
5

4,
33
4,
79
8

6,
01
4,
19
0

84
,1
16
,3
64

道
の
駅
食
堂

1,
58
2,
79
0

2,
04
1,
62
0

1,
49
6,
18
0

1,
68
1,
30
0

2,
10
8,
55
0

1,
77
1,
40
0

1,
77
0,
61
0

1,
60
7,
23
0

1,
16
4,
39
0

1,
01
0,
97
0

1,
17
7,
01
0

1,
30
2,
98
0

18
,7
15
,0
30

前
年
比

10
9.
6%

12
6.
9%

93
.6
%

10
7.
6%

11
2.
3%

11
2.
9%

99
.0
%

11
2.
3%

12
4.
9%

14
1.
8%

12
1.
3%

10
9.
0%

11
2.
1%

単
位
：人

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
合
計

Ｈ
26
年
度

1,
70
9

2,
06
0

1,
69
2

1,
64
7

2,
33
5

2,
09
2

2,
04
2

1,
68
2

1,
50
5

1,
12
4

1,
39
9

1,
99
6

21
,2
83

Ｈ
27
年
度

2,
16
7

2,
49
4

1,
89
7

2,
03
3

2,
59
4

2,
37
8

2,
28
5

1,
87
1

1,
80
5

1,
15
1

1,
36
0

2,
17
3

24
,2
08

Ｈ
28
年
度

2,
42
3

2,
88
4

2,
36
7

2,
57
8

2,
13
8

1,
27
7

1
5
,3
8
3

1
0
,1
4
5

6
,3
7
3

4
,4
6
3

5
,2
0
7

8
,0
2
8

63
,2
66

Ｈ
29
年
度

9
,8
1
3

1
2
,6
2
0

1
0
,0
9
6

1
0
,7
8
8

1
5
,2
7
0

1
0
,3
4
6

1
2
,6
5
9

9
,6
6
2

5
,9
3
2

5
,0
2
5

6
,2
6
7

9
,0
7
2

11
7,
55
0

Ｈ
30
年
度

1
1
,5
5
0

1
2
,8
0
5

1
1
,9
3
9

1
2
,7
6
1

1
4
,5
8
0

1
1
,8
2
5

1
3
,9
5
1

1
0
,6
2
2

6
,3
6
6

5
,1
3
2

6
,6
1
2

9
,7
1
0

12
7,
85
3

Ｈ
31
年
度

1
1
,5
0
5

1
5
,8
5
4

1
0
,2
4
7

1
2
,4
9
8

1
6
,8
8
2

1
2
,8
5
2

1
2
,6
1
9

1
1
,1
2
8

7
,5
4
3

6
,8
8
2

7
,8
1
0

9
,6
4
9

13
5,
46
9

道
の
駅
産
直

9,
14
6

12
,7
91

7,
95
9

9,
89
8

13
,5
99

10
,1
36

10
,0
19

8,
68
4

5,
80
8

5,
32
8

5,
98
9

7,
64
1

10
6,
99
8

道
の
駅
食
堂

2,
35
9

3,
06
3

2,
28
8

2,
60
0

3,
28
3

2,
71
6

2,
60
0

2,
44
4

1,
73
5

1,
55
4

1,
82
1

2,
00
8

28
,4
71

前
年
比

99
.6
%

12
3.
8%

85
.8
%

97
.9
%

11
5.
8%

10
8.
7%

90
.5
%

10
4.
8%

11
8.
5%

13
4.
1%

11
8.
1%

99
.4
%

10
6.
0%

◎
入
込
数

　
H
２
７
年
度

3,
17
5

3,
67
1

3,
16
8

3,
36
9

3,
89
9

3,
32
7

3,
19
3

2,
71
9

2,
73
1

1,
93
0

2,
46
6

3,
27
2

36
,9
20

　
H
２
８
年
度

3,
46
9

4,
57
4

4,
03
2

4,
16
0

3,
68
9

1,
87
4

2
7
,7
1
1

1
7
,7
7
3

1
0
,5
1
9

7
,5
0
2

7
,8
6
6

1
3
,1
7
9

10
6,
34
8

　
H
２
９
年
度

1
7
,4
4
2

2
1
,5
2
6

1
7
,2
7
9

1
9
,5
2
9

2
6
,6
0
1

1
8
,0
2
7

2
2
,5
9
3

1
5
,6
0
6

9
,4
7
5

8
,1
7
1

9
,9
2
7

1
4
,7
4
1

20
0,
91
7

　
H
３
０
年
度

1
8
,7
1
7

2
0
,9
2
3

1
8
,9
2
0

2
0
,1
3
3

2
2
,4
1
2

1
9
,8
5
2

2
2
,4
1
2

1
7
,2
8
6

1
0
,4
5
4

8
,1
3
7

1
0
,3
8
9

1
5
,8
7
2

20
5,
50
7

　
H
３
1年

度
1
9
,0
5
8

2
6
,5
1
0

1
6
,5
1
0

1
9
,9
6
2

2
6
,4
8
0

2
1
,1
0
2

2
0
,3
1
2

1
8
,7
2
5

1
2
,5
1
3

1
1
,2
5
3

1
2
,4
9
9

1
5
,5
2
1

22
0,
44
5

前
年
比

10
1.
8%

12
6.
7%

87
.3
%

99
.2
%

11
8.
2%

10
6.
3%

90
.6
%

10
8.
3%

11
9.
7%

13
8.
3%

12
0.
3%

97
.8
%

10
7.
3%

＊
入
込
数
は
平
成
２
８
年
９
月
ま
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
計
測
に
よ
る
。
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
後
は
産
直
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
に
平
日
１
．
５
倍
、
土
日
祝
日
２
．
５
倍
を
掛
け
、
食
堂
券
売
機
カ
ウ
ン
ト
等
を
足
し
た
人
数
と
し
て
い
る
。

・3
月
の
食
堂
１
日
平
均
売
上
金
額
は
４
２
，
０
３
２
円
（前

月
４
０
，
５
８
７
円
）。
客
（食

券
）単

価
は
６
４
９
円
（前

月
６
４
６
円
）

＊
農
産
物
交
流
施
設
風
車
市
場
は
平
成
２
８
年
８
月
２
４
日
～
９
月
２
８
日
は
仮
店
舗
で
の
営
業
。
８
月
２
１
日
～
８
月
２
３
日
、
９
月
２
９
日
～
１
０
月
７
日
は
引
越
し
の
た
め
休
業

・3
月
の
催
事
は
、
な
し
（イ
ベ
ン
ト
自
粛
の
た
め
）

・3
月
の
産
直
１
日
平
均
売
上
金
額
は
１
９
４
，
０
０
６
円
（前

月
１
４
９
，
４
７
６
円
）。
客
単
価
は
７
８
７
円
（前

月
７
２
４
円
）

＊
道
の
駅
産
直
の
売
上
金
額
に
は
屋
内
外
で
の
特
別
販
売
（玉

コ
ン
、
鍋
物
等
）に

係
る
売
上
金
額
を
含
む
。

令
和
2年

3月
末
現
在

◎
来
店
客
数
（
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
）

＊
道
の
駅
「し
ょ
う
な
い
」風

車
市
場
は
平
成
２
８
年
１
０
月
８
日
（土

）に
オ
ー
プ
ン
。
営
業
日
数
は
２
４
日

道
の
駅
「し
ょ
う
な
い
」風

車
市
場
　
売
上
等
状
況
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資料 3 

レストラン「庄内 Meat youやくけっちゃーの」利用客数の推移 

（A・・・ランチ  B・・・カフェ  C・・・ディナー） 

年度 月別利用客数と客単価 月別 

累計総数

（人） 

H28年度

（人） 

H29年度

（人） 

H30年度

（人） 

R元年度

（人） 

 4月   982 1,117   972  830 3,901 

 5月 1,027 1,060 1,378 1,026 4,491 

 6月 1,248   944 1,696 1,000 4,888 

 7月 1,122   942 1,457   985 4,506 

 8月 1,582 1,453 1,705 1,595 6,335 

 9月 1,270 1,033   854 1,199 4,356 

10月 1,216   940   932   938 4,026 

11月 1,126   836 1,016   962 3,940 

12月 1,144   801   654   870 3,469 

 1月 1,003   724   826   936 3,489 

 2月   835   485   785   769 2,874 

 3月 1,095 1,077 1,183   862 4,217 

合 計 

（C利用客） 

13,650 

（1,961） 

11,412  

（2,121） 

13,458 

 （2,284） 

11,972

（2,038） 

50,492 

（6,404） 

客
単
価
平
均 

A 1,187円 1,220円 1,079円 1,149円 

 B 773円   905円   775円 1,027円 

C 3,217円 3,246円 3,183円 2,768円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


